
【東大稷門(しょくもん)賞を受賞 】  

 

                              

 「稷門」とは、中国の戦国時代の斉(現在の山東省)の首都の城門の名前です。   

斉の威王、宣王が学者を厚遇したので、斉の都に天下の賢者が集まり、学問が栄えたという故事を

この賞の名称は踏まえています。稷門付近は「稷下」と呼ばれ、多くの学者が集まったことから、

「稷下の士」という言葉も生まれました。(出典『史記』)    

 

  

◎ 受賞者 

株式会社池田理化様、イオン株式会社様、公益財団法人イオンワンパーセントクラブ様、株式会

社ニッポンジーン様、ベジタリア株式会社様 

◎授賞理由：「植物医科学」寄付講座の設置は、植物保護に関わる膨大な専門知・経験知を融合した

複合学術領域「植物医科学」の教育研究体制を確立し、植物医科学システムの構築を目指す画期

的試みである。平成20年にはわが国初の「植物病院」を本学に開設、平成27年には「植物医師」

の認定審査を行い、平成28年4月には60名の植物医師が誕生するなどの成果を挙げている。これら

の成果と長期にわたる支援は本学にとって顕著な功績であると認められるので、採択することと

なった。 


